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⽯垣島におけるスマート⽔産業の取り組み



3つの持続性（資源・経営・地域） 3つの改⾰（⽣産・流通・消費）

⽔産業の成⻑産業化

資源の持続性

地域の持続性

経営の持続性

⽣産の改⾰

消費の改⾰

流通の改⾰











スマート⽔産業



⽔産業データ連携基盤

画像は「⽔産庁」から使わせていただきました



lTAC（Total Allowable Catch）
ü漁獲可能量
ü漁獲量ベースの資源管理

lMSY（Maximum Sustainable Yield）
ü最⼤持続⽣産量
ü資源の再⽣産性を考慮した資源管理

lCPUE（Catch Per Unit Effort）
ü単位（漁獲）努⼒量当たり漁獲量

資源評価の専⾨⽤語



l令和12年度までの⽬標
ü10年前と同程度まで漁獲量を回復させる

l令和5年度までの取り組み
ü資源評価対象⿂種を200種程度に拡⼤
ü漁獲量ベースで8割をTAC管理
ü⼤⾂許可漁業に漁獲割当による管理を原則導⼊

ロードマップのポイント



⽯垣島の取り組み
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l漁業者インタビュー
üワークフローの把握
üノートのレイアウト
• 記録の種類や単位

üデータの活⽤⽅法など

l漁業者との共創
üスケッチブックとペン

デジタル操業⽇誌の開発
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